
Windowsへのopensource COBOL環境の構築手順

０．前提条件
当手順は、Windowsへopensource COBOL環境を構築する手順である。

　手順確認時のOSと時期は以下の通りである。
・OS

Windows 8.1（64bit）
・時期

2018/09

１．構築手順
１．１　Visual Stdio のインストール

以下のHPからVisual Studio Community 2017　をダウンロードする。

１．２　C++のコンパイラのインストール
（１）Visual Studioを立ち上げ、C++のコンパイラとC++のヘッダをダウンロードする。

（２）cl.exeの存在を確認する。

https://www.microsoft.com/ja-jp/dev/campaign/free-edition.aspx
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（３）ヘッダファイル「stdio.h」のパスを確認しておく

１．３　MPIRのインストール
下記HPよりMPIR 3.0.0 source zip　をダウンロードし、7zipで解凍する。

１．４　Windows8.1 SDKのインストール
（１）mpir.slnをVisual Studio 2017 で開く。

（２）下記手順でWindows 8.1 SDKをインストールする。
手順１：VisualStudio 2017 のメニューから『ファイル』→『新規作成』→『プロジェクト』を選択する
手順２：『新しいプロジェクト』のダイアログが開くので、その左側の『Visual Studio インストーラーを開く』をクリック
手順３：最初は『ワークロード』タブが選択されているので、『個別のコンポーネント』を選択する。
手順４：表示されるリストの中から『Windows 8.1 SDK』にチェックを付けて右下の『変更』ボタンをクリックする。

※この時、Visual Studio 2017 は終了しておく

http://mpir.org/
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１．５　lib_mpir_gcのビルド
（１）ビルドパスの設定で、１．１（３）で確認したヘッダファイル「stdio.h」のパスを追加する。
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（２）64bitを選択し、releaseでlib_mpir_gcをビルドし、mpir.libを生成する。
「Release」「x64」「lib_mpir_gc」を選択。

下記の表示が出ればビルド成功。
========== ビルド: 1 正常終了、0 失敗、0 更新不要、0 スキップ ==========

mpir-3.0.0\build.vc15\lib_mpir_gc\x64\Release
に下記ファイルが出力されているので、退避する。
gmp.h
mpir.lib
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（３）mpir.dllを生成するため、プロパティページの構成の種類を変更し、リビルドする。
※この手順を行うとmpir.libが生成されないので、mpir.libは先に退避する

構成の種類をダイナミックライブラリに変更する。

「～ucrt\x64」の下にあるlibucrt.libを見つけ、ライブラリディレクトリにパスを追加する。

今度はこちらを編集
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リビルドを行う。

mpir-3.0.0\build.vc15\lib_mpir_gc\x64\Release
に下記ファイルが出力されているので、退避する。
mpir.dll

１．６　PDcursesのインストール・ビルド
（１）HPから pdcurs36.zip をダウンロードし、7zipで解凍する。

（２）VS 2017 用 x64 Native Tools コマンド プロンプトを開き、コンパイルする。
VS 2017 用 x64 Native Tools コマンド プロンプトを開く

pdcurs36\wincon　へcdコマンドで移動し下記コマンドを入力。
set PLATFORM=X64
nmake -f Makefile.vc WIDE=Y DLL=Y

コンパイルに成功したら、
pdcurs36
の下記ファイルを退避する。
curses.h
curspriv.h

また、
pdcurs36\wincon
の下記ファイルを退避する。
pdcurses.dll
pdcurses.lib

１．７　opensource COBOLのインストール・ビルド
（１）HPよりopensource-cobol-1.5.1J.zip　をダウンロードし、7zipで解凍する。

（２）退避したファイルの配置
（１）で解凍したフォルダのwin32ディレクトリに移動し、includeフォルダ、libフォルダ、share\configフォルダを作成する。
その後、includeフォルダに退避した.hファイルを、libフォルダに退避した.libファイルや.dllファイルを配置する。

http://www.osscons.jp/osscobol/download/

https://pdcurses.sourceforge.io/
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（３）defaults.hの編集
win32ディレクトリに存在するdefaults.hを編集する。
この情報は生成されるexeファイルに書き込まれ、exeファイル実行時の環境設定となる（重要）。

（４）opencobol.slnをVisual Studioで開く
その際、ソリューション操作の再ターゲットのポップアップが出てきたら実施する

（５）一部ヘッダファイルのルートディレクトリへの配置
gmp.h、curses.h、curspriv.hをOpenCobolのルートディレクトリに配置。

（６）プロパティで（２）で作成したlibフォルダへのパスを通しておく

COB_CFLAGS includeフォルダを-Iで指定
libフォルダ\libcob.libを指定COB_LIBS

COB_CONFIG_DIR configフォルダを指定
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（７）プロパティでkernel32.libへのパスを通す
kernel32.libが入っているディレクトリを探す。ディレクトリは「～um\x64」である必要がある。

上記ディレクトリへのパスを通す。

（８）プロパティでmsvcrt.lib、ucrt.libへのパスを通す
（７）同様の手順でmsvcrt.libへのパスを追加する。ディレクトリは「～onecore\x64」である必要がある。
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（７）同様の手順でucrt.libへのパスを追加する。ディレクトリは「～ucrt\x64」である必要がある。

（９）ビルドの実施
releaseのx64とし、libcobを選択し、ソリューションのビルド（リビルド）を選択

下記の表示が出ればビルド成功。
========== すべてリビルド: 4 正常終了、0 失敗、0 スキップ ==========
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１．８　生成ファイルの配置
任意のディレクトリにosscobolフォルダを作成し、下記ファイルを配置する。

※上記取得元と名前が被るファイルは上書きしない

※上記取得元と名前が被るファイルは上書きしない

１．９　Windowsのユーザ環境変数の追加
Windowsのユーザ環境変数に下記のパスをを追加設定する。

・…osscobol\bin ※cobc.exeにパスを通す
・…Microsoft Visual Studio\（中略）\bin\Hostx64\x64 ※cl.exeにパスを通す
・…Windows Kits\10\bin\（中略）\x64 ※mt.exeにパスを通す

１．１０　パスが通っていることの確認
コマンドプロンプトで下記コマンドを入力し、
cobc --version
下記のようにバージョンが表示されれば構築完了

cobc.exe opensource-cobol-1.5.1J\win32\BIN\x64\Release
cobcrun.exe opensource-cobol-1.5.1J\win32\BIN\x64\Release
libcob.h opensource-cobol-1.5.1J

ファイル 取得元

*.h Windows Kits\（中略）\ucrt
*.h Microsoft Visual Studio\（中略）\include
byteswap.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob

curses.h opensource-cobol-1.5.1J
curspriv.h opensource-cobol-1.5.1J
gmp.h opensource-cobol-1.5.1J

common.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob
exception.def opensource-cobol-1.5.1J\libcob
fileio.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob

call.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob
coblocal.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob
codegen.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob

screenio.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob
strings.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob
system.def opensource-cobol-1.5.1J\libcob

intrinsic.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob
move.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob
numeric.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob

opensource-cobol-1.5.1J\win32\lib

libcob.lib opensource-cobol-1.5.1J\win32\BIN\x64\Release
libcob.dll opensource-cobol-1.5.1J\win32\BIN\x64\Release
mpir.dll opensource-cobol-1.5.1J\win32\lib

termio.h opensource-cobol-1.5.1J\libcob
vbisam.lib opensource-cobol-1.5.1J\win32\BIN\x64\Release
vbisam.dll opensource-cobol-1.5.1J\win32\BIN\x64\Release

jp-compat.conf opensource-cobol-1.5.1J\config
Makefile.am opensource-cobol-1.5.1J\config
Makefile.in opensource-cobol-1.5.1J\config

default-en.conf opensource-cobol-1.5.1J\config
default-jp.conf opensource-cobol-1.5.1J\config
ibm.conf opensource-cobol-1.5.1J\config

cobol85.conf opensource-cobol-1.5.1J\config
cobol2002.conf opensource-cobol-1.5.1J\config
default.conf opensource-cobol-1.5.1J\config

boundary-limit.conf opensource-cobol-1.5.1J\config
bs2000.conf opensource-cobol-1.5.1J\config
ChangeLog

フォルダ

osscobol\bin

osscobol\include

osscobol\include\libcob

osscobol\lib

osscobol\share\config

mf.conf opensource-cobol-1.5.1J\config
mvs.conf opensource-cobol-1.5.1J\config

opensource-cobol-1.5.1J\config

*.lib Microsoft Visual Studio\（中略）\lib\x64
*.lib Windows Kits\10\（中略）\um\x64
*.lib Windows Kits\10\（中略）\ucrt\x64

mpir.lib opensource-cobol-1.5.1J\win32\lib
pdcurses.dll opensource-cobol-1.5.1J\win32\lib
pdcurses.lib
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２．稼働確認
２．１　テストプログラム作成

フォルダ「osscobol\src\01_helloworld」にソースコードを格納する。

COBHELLO.cob
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. COBHELLO.
       ENVIRONMENT DIVISION.
      *
       DATA DIVISION.
      *
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01  WK-1.
           03 X-TYPE                    PIC X(12).
      *
       PROCEDURE DIVISION.
       MAIN-RTN.
           MOVE 'HELLO WORLD!'          TO X-TYPE.
           DISPLAY                      WK-1.
           STOP RUN.
       MAIN-END.

２．２　コンパイル実施
コマンドプロンプトでフォルダ「osscobol\lib」へ移動し、下記コマンドを実行。
cobc -x ..\src\01_helloworld\COBHELLO.cob

下記のようにエラーなく返ってくればコンパイル成功。
C:\osscobol\lib>cobc -x ..\src\01_helloworld\COBHELLO.cob
cobAB37.c

C:\osscobol\lib>

コンパイルに成功すると、exeファイルが生成される。
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２．３　ロードモジュールの実行
コマンドプロンプトでフォルダ「osscobol\lib」へ移動し、下記コマンドを実行。
..\src\01_helloworld\COBHELLO.exe

下記のように「HELLO WORLD!」が表示されればOK

３．参考文献
・Install_win ・ opensourcecobol-opensource-cobol Wiki ・ GitHub

・Windows上にopensource COBOLの環境を構築してみた - 技術とか戦略とか
https://github.com/opensourcecobol/opensource-cobol/wiki/Install_win

https://akira2kun.hatenablog.com/entry/2018/09/22/164247
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